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文献紹介
海老原治善著
「地域教育計画編
子ども・地域に開かれた学校づくり」
鈴木祥蔵
1980年代を迎えて、衆参同時選挙で大勝を
つかんだ自民党は、臨時行政調査会の答申をて
ことして、軍事大国化へと政策を整えその一環
として教育への反動攻撃を強めようとしている。
今年度の予算編成を見ても、これからのわが国
の国民生活に格差が拡大して底辺に近い国民の
家庭破壊、生活破壊が更に深化し矛盾が激化す
るであろうことが予想される。われわれが子ど
もを守ろうとすれば、その親たちの生活を守り、
親子が安定した生活を営めるようにし、希望を
語りあえる関係を保障しなければならないこと
は今さら論をまつことではない。にもかかわら
ず、国の政策の如何によって、がたがたと小さ
な家庭が崩壊してゆく。その困難な生活の前に
立たされた子どもに、 「生きる希望をもって頑
張れ」と声をかけてくれる教師ががたがたと減
ってゆくのも昨今のいちゞるしい特徴の一つで
ある。何故そうなるのであろうか。
「本書は、こうした問題状況をふまえ、 80年
代国家戦略とその一環としての地域および教育
政策の動向を分析し、これと対応・対決し、子
どもと地域に開かれた学校づくりを軸とする地
域教育計画運動への理論と実践の展開構造をあ
きらかにしようとしたものである。(...はじめ
にH)」
いま国家政策は大きな綱を国民にかぶせて地
方のすみずみにまでその政策の線に沿って運動
してゆく忠実な国民をつかみとろうとしている。
その全体の運動の方向の見えないところにおか
れた国民は、むしろ「核家族」に象徴されるよ
うに、地域共同体をもたず孤立化の傾向をまし
ている。地域住民に力がないから無力感にとら
われて結局は、政策に順応する以外の道を見い
出せないというところへ追いやられている。そ
こから要求されるのが、国家レベルの政策が何
で、それがどのように地域住民の生活にかヽわ
るのかという現状の認識である。
著者はこの著書で第1部を備けて「地域開発
政策と教育の計画化」を論じている。 「国・自
治体計画行政による地域再編と教育の計画化」
「自治体計画行政と国のコミュニティ政策の展
開と教育計画」 「企業・自衛隊地域進出と教育」
と進んで、中教審答申とその動向を分析し、生
涯教育政策の意味するものを明らかにして「三
全総定住構想と教育計画」 「80年代国家戦略と
教育政策の動向」が整然と解明されている。
国家の政策がこのような形で押しすヽめられ
ている中で、われわれ主権者としての立場からは
何を対抗して打ち出せばいいのか、それが次の
課題となる。それが第1[部の課題である。
「自己教育の復権とその共同化」 「人民主権
の確立と自己教育の構造」それらを明確な概念
とし、目標として地域住民が主体となって、「学
校観の変革」を求め、地域教育計画を自らの手
で打ち出すべきであるという著者年来の主張が
こヽで展開される。
第1[部第4章「地域教育計画思想の探究と実
践的展望」では「近年地域と教育をめぐって柳
-66-
田民俗学的な方法意識での共同体と教育、民俗 カルテの作成事例その他が紹介されコメントさ
・習俗と教育を追求するという動向もあるが、 れている。
より以上に都市化の方向性が基本となっている 高度に発達した資本主義国における矛盾の解
現在、むしろ都市計画論＝まちづくり論再構築 決のために教育における改革の自主プランを持
のなかでこそ、教育の再生が問われなくてはな つことの必要に重要な示唆を与える著者のこの
らない」 (248ページ）という問題意識が提起 提案に一度是非耳を傾け、論議を活性化させる
され、ヨーロッパ，アメリカ．‘ノヴエト．その ことが必要である。
他の具体例は勿論、わがくにのコミュニティ・
鈴木祥蔵著 「がんばれ若いお母さん 共同『子育て』論」
山下栄一
本書は著者鈴木祥蔵教授が、 『頑張れ、若い
お母さん』と題して、 1977年1月から 3年に
わたり毎日新聞の学芸欄に連載した記事を中心
に、 「子育て」に関する著者の年来の主張をま
とめたものである。
周知のように著者は、部落解放教育・保育の
理論的指導者として、常に解放運動と歩みを共
にしつつ、こ＂自身の教育哲学を創り出してこら
れた。とりわけいわゆる「同和」保育運動にお
いては、鈴木教授の存在なくして今日の発展は
あり得なかったといってもよいほど、大きな役
割をになってこられた。大阪をはじめ福岡，高
知など、全国各地の「同和」保育所に足をはこ
び、親しく子どもたちの生活にふれつつ、保母
さん、お母さんたちと情熱を傾けて教育・保
育につき、人間の解放につき、討議を重ねてこ
られたのである。その豊かな体験から得られた
数多くの具体例が、本書をきわめて親しみやす
く、魅力あふれるものにしている。
｀共同『子育て』論”という標題にも示され
ているように、本書の中心的な主張は、‘子育て
の共同化＂が今日の緊急の課題だというところ
にある。現代では、‘核家族化の進行とともに、
母親と子どもの場所が密室化し、母親と子ども
だけが向き合っているという子育ての方法が一
般化”してしまった。子育てはもっぱら母親の
仕事とされ、しかもその母親自身が孤立させら
れてしまっているのである。そこから母親は育
児に不安を抱き、‘育児ノイローゼ”におち入っ
てしまう。こうした母親の不安に対し、世に氾
濫する育児書の多くは、問題をもっぱら母親の
育児態度のところに矯小化し、その誤りを指摘
することによって、むしろ母親たちの不安をか
きたてているのである。それは育児をもっぱら
母親の責任に押しつけていく現代の社会意識に
迎合し、これを助長するものでしかない。保育
所の役割についても消極的な考え方が今なお広
くゆきわたっているのが現状である。
だが子育ては、もともと共同体の営みであっ
た。‘「私の子育ての頃には、いちいち手をかけ
てやるなどということは考えられなかった。私
が育てたというよりは、まわりのひとがみんな
-67-
